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【情報提供】「令和 8 年度 ACC e-learning」受講案内について 

 

 

今般、国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター エイズ治療・研究開発

センター（ＡＣＣ）長より、標記の研修につき周知方依頼がありました。 

ACC 研修は、HIV 感染者の診療・看護等の実務を担う医療従事者の育成及び全国的

ネットワークの構築を目的としたもので、本 e-learning のほか、別添チラシ裏面に記

載の医師短期研修プログラム等が開講される予定です。 

あわせて、薬害 HIV 感染者の肝疾患診療に関する相談窓口「J4H」のチラシをお送

りいたします。 

詳細は別添の事務連絡等をご参照ください。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただくとともに、貴会

管下の郡市区医師会並びに関係医療機関等への周知方につき、ご高配を賜りますよう

何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

【ACC e-learing 研修 照会先】 

国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター 

エイズ治療・研究開発センター 

医療情報室 研修企画係 

Mail：seminar@jihs.go.jp 
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国立健康危機管理研究機構

　

国立国際医療センター

エイズ治療・研究開発センター （ＡＣＣ）
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「令和８年度ＡＣＣｅ‐ｌｅａｒｎｉｎｇ」 受 講案内につ いて

　

謹啓

　

時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 平素より ＨＩＶ感染症の医療体制へ格別のご高配を

賜り厚く御礼申し上げます。

　

さて、ＡＣＣではＨＮ感染者の診療・看護などの実務を担う医療従事者の育成及び全国的ネットワークの構

築を日的として、 平成９年からエイズ治療・研究開発センター研修 （ＡＣＣ研修） を行っています。 研修環境

をオンラインへ移行し、 今年度も 「令和８年度ＡＣＣｅ－ｌｅａｒｎｉｎｇ」 を開講 しますのでご案内いた します。
今年度は認定コースの基礎コースを修了された方のステップアップにあたる‘基礎コース看護Ｐ１ｕｓ’を新

設し、 更に研修の充実を図っております。

つきま しては、ＨＮ 診療の従事者及び関係医療機関並びに団体の皆さまに、 是非ご参加を賜りたくお願い

申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

謹 白

１． 研修名・初回申込期間

　　　　　　　　

募集親一決

一般視聴コース

　　　　　　　　

申選期間

令和８年７月から随時申込が可能です ※１

認定コース 【基礎・応用コース】（前期） ※２ 令和８年７月１日 （水） ～７月１０日（金）

認定コース 【基礎コース看護Ｐ１ｕｓ】 令和８年７月から随時申込が可能です ※３

プーマ別コース

（心理職（カウンセラー）／地域支援／歯科／周産期小児）

令和８年８月３日 （月） ～８月１２日（水）

※１

　

現在受講サイトリニューアルのため、 申込受付は７月開始を予定しております。

※２

　

応用コースは基礎コース受講修了者のみ受講可能です。
※３

　

最終申込期限は令和８年１２月１５日（火） となります。

２． 申込方法

　

申込みやその他詳細事項につきましては

　

当セ ンターＨＰ（ＵＲＬ：ｈｔｔｐｓ：／／ｗ酬．ａｃｃ．ｊｉｈｓ．ｇｏ．ｊｐ／ｓｅｍｉｎａｒ／） をご覧ください。

【照会先】

国立健康危機管理研究機構

　

国立国際医療センター

エイズ治療・研究開発センター

医療清報室

　

研修企画係

（上記２次元コー ドからもＨＰをご参照いただけます。）
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学びのコースを選んで、 知識を深めよう！

Ｆ詩演出巨１一一．－
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ＨＩＶ感染症・診療の
基礎知識を学ぶ 職種ごとの知識につし、て基礎コースに加え、

ＨＩＶ患者への支援に
つし、てー歩深める

理解を深め、技術を高める
※対象職種（医師・薬剤師・看護師）

同じ講義内容で修了認定が無し、
がヒキー園朋隙訓もございます
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ＨＩＶ感染症の産科、小児科領域
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歯科診療時に必要な
知識を学ぶ

のステップを経て、各コースの修了認定を取得しよう！
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レポート作成・提出
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包括的な患者支援の実践に必要な知識・スキルや多職種連携における
ＨＩＶゴーデイネーターナースの役割・活動をより専門的に学ぶ
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ＡＣＣ又はブ□ツク拠点病院が実施してし、る応用レベルの研修の修了者。
年以内に応用レベル研修修了が望ましい。
年以上の場合には、研修受講までに課題を課すことで条件を満たすことがあるため、研修担当者にご相談ください。

◎講義動画の視聴：ＨＩＶ感染症看護に関する講義
◎実習：ＨＩＶゴーデイネーターナースの面談・各種カンファレンス参加・多職種連携等の活動見学、患者教育の演習

◎ライブ講義：作成したケースレポートの報告と意見交換

ー日纏お副塁過ｊｉ修一ｒ立－ｉ臣訓日陰９

１９９７年に開設されて以降、 レジデント・フエ□－シッププ□グラムに加えて、短期研修を開始した実績があり、
研修修了生は全国各方面で活躍されてし、ます。

ＨＩＶ感染症／日和見感染症／性感染症に関する幅広し、診療経験と知識を学ぶ
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医師経験年数３年目以降の医師

　　　

１‐６か月 （期間及び時期は要相談）

　

１月ー３露継ドニ

◎日和見感染症や重症感染症を含めた免疫不全患者の入院診療
◎紹介患者の初診外来診療／定期通院患者の予約外診療
◎院内外ｎ／ｏＰＥＰ

◎入院／外来カンファレンス

右記の二次元コードより、シラバスと募集期間をご確認のうえ、お申込みください。
※募集期間は各コースで異なっているため、ご注意ください。

．国電醒劃豆江面脂署－；盲愛ーＥ…’－■

ホームページのお問い合わせよりご連絡ください。ーＧ醸雪国団曾÷÷÷「回園田

国立健康危機管理研究機構 国立国際医療センター
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ｆｏｒＨＩＶ，Ｈｅｐａｔｉｔｉｓ，ａｎｄＨｅｒｒｌｏｐｈｉｌｉａ

ＡＣＣ救済医療室に薬害ＨＩＶ感染者の方の肝疾患診療に
関するご相談窓口を開設しました。

かかりつけ
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助言の報告

　

患者さんの同意を得たうえ 主治医から

　　

ＡＣＣ救済医療室にご相談ください。
タ卜部専門家の意見をふまえご回答いたします。



患者さんに適した

　　　　　　　　

門脈血栓症を

肝疾患治療があるのか
どう診療するべきか

重粒子線治療が
患者さんに行えるか

薬害ＨＩＶ感染者の
肝移植について
専門家に相談したい

ご紹介できる治療

・重粒子線治療 （保険適応タトを含む）
・肝移植

その他にも、 肝疾患に関連して悩まれる
ことがあれば、 お気軽にご相談ください。

　　

ご相談は無料でいつでも受け付けております。
ＡＣＣ救済医療室ホームページ内のＪ４Ｈご相談フォームより

　
　
　

さ主治医からご連絡ください。
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